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2003年 10月下旬から 11月上旬にかけて太陽活動が活発になり、11回のXクラスの太陽フレアが発生した。こ
れら一連の太陽フレアのいくつかについて、太陽中性子によるものと思われる信号の増加が、地上に設置されて
いる太陽中性子望遠鏡とニュートロンモニターによって観測された。その中でも今回は、3例の太陽中性子イベ
ントについて報告する。

• 2003年 11月 2日 17:03UT、X8.3、ボリビア・チャカルタヤ、中性子モニター

• 2003年 11月 3日 1:09UT、X2.7、ハワイ・マウナケア、太陽中性子望遠鏡

• 2003年 11月 4日 19:29UT、X28、ハワイ・ハレアカラ、中性子モニター

これらのフレアでは強い強度のX線と γ線、特に 2003年 11月 2日のイベントでは 2.223MeV中性子捕獲の γ

線がRHESSI衛星によって観測されており、太陽中性子はこれらの電磁波と同時に発生したと考えられる。2003
年 11月 3日のイベントでは、太陽中性子望遠鏡の信号を方向別に絞ると太陽方向に、より有意な信号が観測され
ていた。


